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創立15周年記念講演会
第9回研究発表会

開催される

ll

創立／5周年記念講演会において早川茂講師を紹介ずるE目申廣吉所長

　倉11立15周年記念講演会・第9回研究発表会はユ1月18日

（水）筑波研究学園都市・研究交流センターにおいて開

催された。200名を超える参加者の下で盛会裡の内に閉

会した。

　先ず第9回研究発表会は，田中廣吉所長の開会のあい

さつのあと，研究グループの解散に伴う研究成果，特別

研究の研究成果が発表され，活発な質疑応答が行われた。

　次いで，漕■」立15周年記念講演会は，早」■1茂講師（松下電

器産業株式会杜取締役技術本部長〕によ1〕rエレクトロ

ニクス技術の展望」のテーマで講演された。技術の基礎

は材料にある。材料の開発についてはパターンがある。材

料開発に携わる人は，この一点を考慮して一層努力して欲し

い。等々，豊富な例を用いた極めて有意義な講演であった。
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創立15周年記念講演会講演要旨
松下電器産業（株）取締役技術本部長

　展望に対するイントロダクション

　本Bはエレク1・ロニクス技術の展望というテーマで’謡

すことになって斥竪リますが，むしろ歴望というものをど

う考えるというお謡を致したいと一響、います。私は技術の

4、峯盤は井雀料で’あると考えておリます。技術とか科学とか

は遇・玄の鋤識の瀞稚■迂の．．．．ヒに形成されていくものであると

考えます。したがいまして、輪積の、／二の披術を考える場

含には，遡去の変化というもののパターンを考えるのが，

醍望するときの拠｛よりどころ〕となると考えます。

　研究關発は30宰周期

　材料剛事同発パターンを考える1時に，二つのパターンを

考えるとわかりやすい。波動倣のパターンと発愁の1舷換

のパターンであリます。波動例1のパターンは研究の方1f竈

を探る縛，あるいは複雛な物塾の姥本の流れを理解する

のに役に立つという考え’カであります。たとえば（搬機

キオ質を例にとると〕液［黒1の爵同発はコレ又テルルアンソク

コウサンの溶解の発洲を初めに，1900年には200纐獺の液［芋…コ

材料が発兇されたと蕎われ，193C年代になると液畜1iの理

諭的研究が輿り、1959年に液着轟を月ヨいてサーモグラフィ

ーの研究が始った。次いそ表示装綴に使うための硲究く

動自勺敬乱モード：’妻覧圧をかけると液■黒iの分・γの湿夕■』カ｛訴L

れて，液総が不透舳こなる）が遮められた。これらの猟

究のサイクルが30年になっている白これから考えると，

ユ990年畷に研究のピークが1士1て殊るので’はないかと腿望

することがで’きる。電子発光材料の鰺署発についても「フ

ォト・ルミネッセンスに対して斑弊が影琴響を与える」と

いうことが1920年代に発明されて，1960年に斑予発光材

機の薄膜を光らせようという研究が兇られるようになっ

て来た。30卒綴期説を僑じるなら，電二γ一発光材料は1990

年代には実用化への大きなステップとなるのではないか

と一聾、います。次に半導休材料，187C卒に半導体と目され

る材料の整流現象（初期の蜘が発…凋され，ユ900年にな

ると，検波淵こ使おうという研究，1930年代には，理論

的な研究がおこり，搬後にシリコンの純陵を」二げるとい

う研究カ｛トランジスターの鰺竃発に賞献し，1940隼には一1虹

接角虫トランジスターが発1凋された。ここまでの所で兇て

も30年剛靭で大きな研究の山があるという嬢が分かる。

竹を燃やしてつくった炭葉のフィラメントの虐1然斑流か

ら始まったランプの発1凋のヒストリーも大体30年剛切と

いうことが誉える。1臼熱遜球の歴史，太陽熱季■」脳研究の

艇史のどれを兇ても材料の1事同発というのは大体30年馳靭

でおこっている。そういう爵で包々の枝術を兇てみるこ

とも全体の燭陶を鋤る時の拠ろとなる。では何赦30年か

早川茂

というと，一つには研究’嶺’の概究寿命が30卒という二≡…鋒で

説r凋している人もいるし，寧笛から訳のわからない’放射

線が峰って来るからだという人もいる。ランタ’’ムな規象

の機み璽ね：璽嚢1：（ちょうじょう）という物が，ピーク

をつくる，あるいはビートを土Hすのではないかという風

にも考えられると一留、います。

　新しい技術の麗闘と発想の転換

　もう一つのパターン「発惣の紘換」についてはこれま

では，そうやすやすと転換できるものではないと考えら

れがちでありました。心のもち」フテ，蟻境によっては転換

は訓≡常にしやすくなる。だからもっと発惣の鮫換につい

ては白信を持ってよい。たとえば，狐挾似料で’は電圧係

数が小さい枇よいカ｛，発想を1法芋奥させることにより電圧≡

係数を大きくしたらどうか。こナしはバリスターというも

のの4，妄礎となつた。　また，祇抗材料では溢ヨi度係1数を小さ

くしようと1凋発項滑究を竹うのであるが，逆に徽度係数の

大きい材料を闘発すると，班1徽に感度の奥い鴻、破計とし

て使える。つまりサーミスターを考えll・｛すことに茅．った。

これらは発惣の転換として，一つの例で’ある。次にモス

のフィールドトランジスターの実硯においては、初めは

壇糞やバルブの榊嗜から発愁のl1藪換によりシりコン表滋の

不漁1吹化彼術，熱酸化膜（絶縁ヨ藁）の2つの手支術を含わ

せたことによる，プラナータイプと呼ばれる刻鰯．．．．1二で’P

NPの接含したトランジスターを実現させた二葛．壬である。

　材料が技術の展望を支配する

　80年そ亡を＝芝えるあらゆる披術のうち，エレクトローニク

ス技術においてもあるいはその他の披術を考える場含に

も、材料は牧術の基盤で一あり，材料の綴しい腰闘は技術

金イ本の菊子しい雇…1事周に繁がる。非オ’＊｛1・カ吋支刊苛の壇菱望を災藺乙し

ている。展望は・逃去の展響目のパターンに交麺己されている。

そういった簾1葦目の『1＝1でヰ孝料を主魑に遊んだ紫様が考えな

ければならないことは，発愁の松換ということで，　これ

は恩ったよりも雷うは易く行うは易い艦で’ありますので，

皆様もおおいに一つガンバッテ，材料の研究闘発に取縦

んでいただきたいと一殴います。

☆この講淡要冨は「無機材研ニュー又」の繍蝶者が，講

演会においてまとめたものです。
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透光性β一サイアロン焼結体

　透光性焼結体とは光を通す焼結体のことである。一般

には可視光線を透過することを意味する。透光性焼結体

が得られるためには焼結体を構成する物質そのものが透

明であることと光の吸収の原因となるものが少ないこと

が必要である。透光性焼結体の得られる物質としては絶

緑体であ■〕，複屈折のない立方晶系の構造を持っものが

望ましい。単結晶が得られる物質では透光性焼結体が得

られる可能性があるかどうか容易に推定できる。しかし，

単結晶が透明であるからと言って必ずしも透光性焼結体

が得られるとは限らない。それは焼結体そのものまたは

焼結体を得る過程で光の透過率を低下させる原因が必然

的に生ずるためである。

　光の透過率を低下させる原因としては複屈折，不純物

およぴ格子欠陥による吸収帯の発生，気孔，異物粒子，

粒界相，および光の波長より小さい粒径の粒子等による

光の吸収，散乱がある。従って，透光性焼結体を得るた

めには高純度，高密度とし，粒径および粒径分布，粒

界相の組成および量を制御しなければならない。その要

素のうちどれが欠けても透光性焼結体は得られない。そ

の意味で透光性焼結体は焼結技術の華と言うことができ

る。

　透光性焼結体を最初に得たのはCoble（1962）である。

透光性アルミナはルカロックスの商品名で知られている

が，これがその後の透光性焼結体研究の始まりとなった。

透光性アルミナ焼結体は現在高圧ナトー」ウムランプ用発

光管として大量に生産されている。その後，多くの駿化

物について透光化の試みがされており，当研究所におい

てもMgO，ZnO焼結体の透光化に成功している。

　β一サイアロンはβ一Si3N4（六方晶系）のSi位置にA1，

N位置にOが置換型固溶したもので，一般式

Si眉一zA1zOzN呂一z（（Si，A1〕6（O，N）呂）で示すことができる。

β一サイアロン焼結体は図1のようにSi3N4－A1203－A1N

系またはSi3N4－Si02－A1N系の混含粉末を加圧焼結法

または常圧焼結法で処理することにより得ることができ

る。原料粉末は加熱中に反応し，下の式に従がってβ一

サイアロンを生成すると同時に，焼結反応が進行し，焼

緒体となる。

　　（6－Z〕Si3N4＋Z　A1203＋Z　A1N＝3Si6．zAlzOzN呂．z

ここで，高密度焼結体が得られるのはZ＝2～4である。

焼結の進行中には図ユに示したX一相が生じる。この相

ちSl．N・O

Si306　　9313舳・2Si・ユ〕　Al．06

X 7
’ ％

　　　　　　　　　　　　　　　〃■　　　レ働砂7！1　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　早　　　　■　へ洲　　　　ザ＼　〃い
（AlN・A』Oヨ）

！N－O

Si3Nム　　　　　　　　　　　　　　　　　　A14NムS13N4

（AlN　A』Oヨ）

図1　　1760℃におけるSi－Al－O－N系相図

2cm

図2　透光性β一サイアロン焼結体
　　　（試料の厚さはO．65㎜）
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は1600～！650℃で溶1徽するため，焼締淋度では液ヰllとな

る。β一サイアロンの至k成反応および燦締笈応はこの液

棚を介して行われる。焼締には豚料粉宋の液棚への溶解，

β一サイアロンとしての析土1．1にi半なう物窒’童移鋤が籍与す

る。その場含，液棚も1剛泰に［輩1溶するので徽終向｛〕に紋弊

に残る蟻±は少ない。このように焼織に籍与した液棚が1董1

溶して残らないので芝ransientliquidとl1乎ばれる。

　β一サイアロン焼締休は強度，耐酸化例1，鮒食例1に機1

れ，新しいエンジニアー」ング，セラミック又としての爽

j羽化が蝪待されている。当研究砺においてもすでにβ一

サイアロンの常圧焼縞法を鰺同発し，焼締体の応j羽を検討

している。得られる焼繍体は、…撃色で’あり，透光俺焼緑体

はイ等られていなカ・った。

　β一サイアロンの端成分であるβ一S1oN’．i1善i緒［躍コは透1帽

て一あり，CVl⊃淡によるSi：洲4蒲ヨ萸も透…リ≡1なものが得ら

れている。またβ一サイアロン焼締体は絶緑体て’’あること

が｛≡琶気伝導慶の拠」定から■リ＝1らかとなった。従って、β一

サィアロン焼緒体が差華池であるのは州大1的なもので’あり，

透光」ill1焼織体が得られると推定された。

　商密度β…サイアロン焼繕休の場含，光の透過率を’」’ド

げるのはイ；糸1厄苧勿、不圭勾一な一泣儀，＊立弊利ヨ，未反応泰立二rが

原1大1であろう。そこで、純慶99％以L1二の；縞純陵粉末を出

発豚料として照い，舳成と焼縞条件を検養寸することによ

リ，図2に示す透光一1唄三焼繍体を硲ることに成功した。焼

繍は力畑三焼締法を月ヨいて行なった白力11圧焼繍法とは原料

の粉末灘含物をloo～3co，くg／cm！の圧力’1一でユ6（）o～1750℃

に力…1熱することによ■〕，β一サイアロンの生成1幻，むと焼

糸畜舳．芯を剛瞬に行なわせるもので・ある。

　透光性β一サイアロン焼締体の透遡率と光の波災刎＝瑠係

を図3に承した。3，5～4．5ミクロンの微域では碗い透過

瞭を示し，澱縞40％に達する。4．5ミクロンよリ・長い波長

綴域では透過率が急、激に滅少し，　6ミクロン以．．1二で一は金

く透過しない。3．5ミクロンよリ短い懐域では徐々に｛至玉’’’ド

し，　1ミクロン以■ドの一≡ヨ］’槻光令頁域では4～5％で一ある。

　焼織体の赤外糊版射スペクトルは図4のように約8ミ

クロン以．．壮の波侵で光の反射があることを添す。　これは

β一サィアロン粉宋をKBrペレットに分敵して測定した赤

外■吸収スペクトルの吸収ピーク剛立：綴とよい一一致を示し

た。従って，約8ミクロンよリ慶い波・策領域では絡二丁・音籏

動に蜘丞1する1吸収のため透棚にはならない。1望！3におい

ては5～8ミクロンの波袋傲域でもヨ汲収があることを承

している白これは姥本バンドの繍含によると推定される。

総含バンドによる■吸収は蝪いので’遜徽の赤外■吸収又ペク

1・ルでは観誌事」できないが，透光伐焼繍体のような燦い嘉式

＊；1・では璽喫である。このため5ミクロンより長波長の領

域における光の1吸収はβ一サイアロンの構造に4．皇つ一く本

質自勺なものであると考えられる。このことはβ一サイア

ロンは5ミクロンより徽い波授領域で’のみ透1州こなるこ

とをホす。

　MgO，Al！03，Y103，Tl一○！響の酸化物の透iリ1焼締体

は厚さ！固m稿鍍で1～5ミクロンの光に対し40～80％の

透過率をホす。本研究で得られた焼緒体の透j圃群1…が鍛総

で一も40％と低いのは，ω襖脳折カ｛ある，（2〕反応の不均一

による未灰応粒子，（3）粒径分布カ“大きい，｛4）偽・・＝子・欠葺脇の

生蜘こよる1吸収等が馴丞1である。特にβ一サイアロンの場

．合，反応が1装1与するため酸化物に比べ透過率を、1二げるの

が1ヨ…1典控である。

　4．5ミクロン以’’1ぐの波一僕徹域で一波長が短かくなると共に

透過薙が下がっているのは，その波袋以．」．二の紋径を持つ

災物粒二rによる敵1孔が馴大1である。娘実，’光箏顕微鋭で

・数ミクロンから・数…1・一ミクロンの槻二子・が存荻していること

カ｛観察される凸これは脱応が不必〕一のため、釆’父応＊並子

が機っているものと考えられる。4．5ミクロンより策至い波

・災餓減におけるI汲収は■大藷1…分本劉1勺なものではないので，

可視光禰域から4．5－5ミクロンの旅外令頁域までの閥で，

さらに総い透光榊1を狩つβ一サイアロン焼繍体をイ・撃ること

は可能である。

　透光惟β一サイアロン焼絨体がどのような分聖予に役立つ

かは，今までこのような材料が碗＝荻しなかったため検喬寸

されていない巾しかし，β一サイアロン焼繍f漆は縞椴強度，

熱衝燦扱抗，耐食惟等に鐙オしており，それらの特倣と透

■光惟を備1えた新材料として，新しい応月ヨ分野が碍同けると

郷｛寄される。

図3　光の透逃率と波隻の閑係 図4　透光惟β一サイアロン焼織体の称外線段射スペクトル
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帰朝報告集
・ガラスのゴードンリサーチ会議に■■土席して

・アメリカ合衆国，西独に出張して

・米1玉1化学会汁席報告

・第5回国際焼結1ユ］中会議に山席して

アリゾナ州立大学に出張

して

　私は，1979年10月20日から198／年ユO月18日までの2年

問，米国アリゾナりlll1立大学に出張した。1司大学は，アリ

ゾナ州の州都フェニックスから東へ約301／m離れた町，テ

ンピにある。

　私は，同大学物理教室の凹体科学センターに属し，飯

．島澄男先生に師事した。飯島先生は，12年前に渡米しカ

ウリー教授と共に，高分解能電子顕微鏡学の発展に大き

く貢献された方で，現在，電子顕微鏡学の世界的な第一

人者として活耀されている。同大学の電子顕微鏡関係者

は，カウー」一，飯島両教授をはじめ，スペンス、ストロ

ジェニク，アイリング，ブッセック教授らと他10名のポ

スト・ドクである。最近，高分解能電子顕微鏡の地域共

同利用施設が設置され，新しくカーペンター，クリパネ

ックの両教授を迎えた。主な電子顕微鏡装董としては，

STEM専用電顕（1978年，VG製，ユ億5千万円〕，二台

の分析専用電顕（ユ980年，1981年，共にフィリ・ソプ又製，

合計2億円〕，高分解能電顕（／980年，日本電子製（200KV）

6千万円〕とi日型の電顕二台（ユ970年、1971年共に日本電

子製〕である。優秀なスタッフと最新の装置を有した固

体科学センターは，世界の電子顕微鏡学を一1一ドしてい

る。

　私の留学の目的は，STEMや分析用電顕を用いての

材科学への応用，特に相粒界，焼結体粒界等の粒界界面

の構造と組成をいかにして調べるか，その手法を確立す

る事であった。着任早々は，私が研究資金（NSF）を

得ている研究テーマとの兼ねあいで，先す六方晶タング

ステンブロンズ（イオン伝導体）の構造を調べることか

ら着手した。偶然にも，　タングステンブロンズのinCOm■

menSurate相が低温相として存布する事を発見し，その

超構造並びに相転移の機構を明らかにする事が出来た。

同テーマと平行しながら，STEMを用いて極微小領域

の元素分析の仕事をはじめた。STEMをガラス材料に

応用する事に注目し，特に放射性廃棄物ガラスでのガラ

スの分相と不純物イオンの偏析状態の組成分析を行った

結果，分相ガラスにおいて，1OOA以下の厚みの粒界層

（不純物イオンが偏析している〕の存在を見い出すこと

ができた。その後，一年の出張期r罰延期の許可を得て，

研究を更に継続，発展させる事に努めた。従来，独立に

用いられていた電子顕微鏡の主な手法，たとえぱ収束電

子線回析法（CBED），エネルギー分散型X線元素分析

法（EDX〕，電子線エネルギー損失分析法（ELS〕，

高分解能電顕法（HREM〕を1司時に併用して，局所領

域での組成と構造をより詳しく調べていこうとする新し

い試みを行った。サイアロン焼結体での粒界偏析と対称

怖の決定，NiO－Ti02固溶体での離溶に伴う相境界とそ

の組成と構造との決定，多孔質ガラスの微構造と不純物

の偏析の解析等において，新しい興味ある結果を得る事

が山きた。これらの研究成果は，フロンティアガラス科

学会議（1980年，7月），アメリカ電顕学会（1980年，

8月），アメリカ分析学会（I980年，7月），国際結晶

学全（1981年，8月）において発表し，又，一部の結果

はすでに論文として提出されている。

　私は，渡米中，カリフォルニア大学ロスアンジェルス

校のマッケンジー教授，レニンスラー工科大学の友沢教

授らと共同研究の機会を得，交流を深めることが出きた

のも出張の収穫の一つでもあった。又，多くの著名な学

者と知己を得ると共に，研究の幅を広げることができた

事を幸運に思っている。

　最後に，私の出張に際し，御尽力を頂いた内外の方々

に厚く感謝致します。

　　　　（第13研究グループ　主任研究官　板東義雄）

舳■一一“：
む二…、

、

写真　STEMと著者（アりゾナ州立大学にて）
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ガラスのゴードンリサーチ会議

に出席して

「ガラス干斗学のフロンティア」という標魑で8月2日一

7日の間，米圃ニューハンプシャー州のプリマウス州立

大において約100名が参加して闘催され、この金議の

議藁であるコーニング杜のPIC．Schultz樽土より芋召待

があ■〕，オキシナイトライドガラス（窒．棄含有ガラス〕

について発表をし，参加者と交流を深めた。

　コ㌧ドンリサーチ会議は，！加の種々の分野で，約王

万人の研究者が各国より集まり，参加者金負が嗣じ稽舎

に泊リ，約1遡閥寝食を共にして，密度の濃い討論をす

る薬に特徴がある。私の場含，窒素含有ガ’ラスの研究で

米国で第一人者であるスタンホード研究所のD，Loeh㎜an

博士と2人部屋の同室で，亙いの研究内答や研究環境に

ついて言舌し含う事ができた。

　会議のトピックは，現在のガラスの研究の最先端のも

のであり，！〕新しい光遭僑，エネルギー伝逮体としての

弗化物ガラス，2〕窒繁を奮有するオキシナイトライドガ

ラス，3〕水を多盤に含有する水和ガラス，4）ゾルーゲル

法によるガラスの含成と諦’俺質，5〕ガラスの強度（光フ

ァイバーガラスの疲猪，応力腐食など）であった。

　これらのテーマについて講減形武，ポスターセッショ

ンにおいて発表薔寸論会が行なわれ，発表が終ってからも，

宿禽の互の部麗を’彗方ね含い，深夜まで蕎舌し含いが行なわ

れた。

　研究者の偶人的な性格の差はあるにしても，総じて，

ヨーロッパの研究者とアメリカの研究者の交流は非常に

密であり，最先端の研究惰報の交換もスムーズであるよ

うに見える。深みのある研究内容，語学の向上を心がけ

て，時間をかけて個人自勺な鰯際焚流の輸を広げる努力を

続ける一事は是非とも必要な事であろう。

　なおこの会議への出席にあたり，ご援肋を員易わりまし

た吉蘭科学技術財団に感謝いたします。

　　　　　（第9研究グループ主任研究官　牧島菟男）

アメリカ合衆国，西独
に出張して

　8月5日，成蘭を立ち，9月3日帰蒲，了度30日間の

アメリカ含衆国および西独の旅であった。ノースウェス

タン大学，MIT，マックスプランク研究所，シーメンス

社研究所を訪間し，研究討論，セミナー，喬梅減を遭じて

多くの方々と研究交流をかさねた。

　ミシガン湖畔にキャンパスをもつノースウェスタン大

学に焼総事狩究の世界約権威，Johnson教授を誠ね，　鍛近

の焼鰭研究について議論した。体積拡敵，粒界拡敵，表

’櫛拡敵のうちどれかを選択的に取リ搬すための理論約実

験膚勺和汗究が先生の鍛近の興味であった。アルミナの焼締

データをもとに熱弁された先生の奥ユ撃な態度が副象的で

あった。その他，Mes註ii教授，W舳more教授，Mas㎝

助教授とセラミックスの粒界および不純物と欠陥構造な

どについて議論した。

Z螂○に微競のビスマスやその他の不純物を添加した繍吉

体は，籍しい非夜級1散の電流一電圧特性を添す。すなわ

ち，低印加電圧で鴨祇抗，商日］力I1斑圧で低紙幻tのいわゆ

るバり又ター特牲をホす。繁者の趨商圧電獺による漕1接

観察によれば，バリスターの粒界棚は非常に薄く，そこ

に偏析ないしは析幽した不純物がバリスター特性発現の

理由と推定される。これを分析電畷によって実際に確か

めることが，MIT20日徽雑毛…1の杢園的で・あった凸幸に

もKingery教授の獅好意により十分所期の目的をはたす

ことができた。縦成分析の緒果はほぼ我々のテ㌧夕と一

致するものであった。　雛者の行なった“透光11彗三Zn○の

製造プロセスとバりスターの粒界’1の雛減には多くの方

々が輿隊を示され，Cob〕e教授，Bowe邊教授，Connon

幼教授，学生等とは半日単位で密度の蔦い議論をした。

　マ・ソクスプランク研究所Petzow教授のもとでは約90

人の獅究者が次のような闘綴’に取りくんでいた。

A1203－ZrO1系材料やS…a1㎝の含成とその機械自勺低質に

縄する硲究，セラミックスの微構造，商徽一夜金属の液桐

焼結、ヰ目平衡，Be含金の服究などである。鰍酸化例…に

閥鰹のある炭化物や窒化物よりもむしろA1203－Zτ02系

材料を次代の商椴商強度材料としてもくろんでいる様予

が感じられた。

　シーメンス杜研究所でDie乞rich博士よりえた趨伝導電

獺の得失は次のようであった。　く利一煮）1．必然的に言武料

か冷刻1される，その緒榮，篭予線手笈傷が軽滅する。2．レ

ンズは雛孫1のものよリ良くなる可能’1彗三がある。3．鏡筒内

の真空度が良く，書式料の汚染が少い。　（欠．戎）1．分解能

は既存の電顕よりはるかに劣る。2．試料の傾斜ができな

い。3．振動には極めて弱い1液体へりウムの突沸。4．運

転経徽が極めて高い（液体ヘリウムと液体窒素で年闘12

00万程度〕。5．操作…一1案が劣る。6．試料の出し入れや蕉一点

あわせに時閥がかかる。などであった。このような多く

の欠一点にもかかわらず，趨伝導電顕を巧斎究するのは，電

子線に極めて粥い生物蓄式料には，極低綴が必要であると

のことであった。簸者には，概存の商性能篭顕稽裟のコ

ールドステージをつくる方がはるかに食いと思われた。

　撮後に，このよう’な機金を与えて下さった所長はじめ

研究所の方々，また事務的にいろいろとお世謡下さった

方々に尤・カ土らお辛L申し上｛ずます。

　　　　　（第1研究グループ　主任研究官　守吉佑介）
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米国化学会出席報告

　玉98至卒度米1肇1化学金（NewYork市）において「商分解

能賂二r鍛徽鋭法の化学の闘魑への応剛に関するシンポ

ジウム　（8月25日一26臼）が1事目催された。○rgaむizerであ

るArjzona大のEyring教授の1事同金の辞によれば，このよ

うなシンボジウムは米鰯化学会としては初めてであり，

褒趣の　「商分角罪能」　とはここでは従来より広義に解釈さ

れ，噸・＝ア・レベルで，かつ，それ以諦に鮫べより剖変の

脩轍を与える」ことを葱味する。

　シンポジウムは次の4セッションが半8づつと，他に

25日夜には一般公荻のポスターセッションがもたれた。

　ω　空n・≡附な解像力が搬も商い透過鮎；醐贋淡に漢1する

セッションである。　「商分解能縄鍬法」1ま事爽義でいえば

この方淡をさすものであり，搬近玉O年11．珂に世界的な流行

の［書1で発歴し，爽験披術および解析方法はほぽ確並二され

た。まづ，Ar1zona大のCow1ey・教授が総像理総と搬近の

実激L．1’二のj錐歩について書維演された。次にCambridge大の

Thomas教授がzeoli言eやchain　si1ic3teに存稔する属郁的

な構造変態についての鶴察例を隷ヨ介された。次いで’，郊

鷹」1ま“How3…Ie　the　point　defects　in…norgan…c　colηpounds

de芝ecξed　by　l　MV　high－reso1ution　electron　microscopy？

Bow　do　t養ey　serve　to　accommodate乞he邊㎝一stoichiomet－

ry～”という滅魎で，この数年閨1に無機非柵干の趨剖玉商分

解能勧畷によって為された燃究の内で一点欠陥の観察に隅

するいくつかの例を40分閲総介した。

　12）分光学的な損1」定法のセッションで，具体…1勺には，

TEM／STEM1司湘斑獺による，SSDを周ヨいたX線分’光と

EELS（エネルギー推’峡分光）をさす。前者は比較自勺璽

い允素に対し，一ツテ，後者は綴元繁に対し荷効で’ある。

各禰鉱物や含金内の柵上1物や粒界にi装1する例が総介され

た。このいわゆる分析電獺法で興1旅深かったのは，EELS

におけるごく鍛近の進歩として，EXAFS－likeの備轍が

得らオ」しるようになったことである。今後の発展次第では，

電二r一状態，特に電荷数などに1斐1する’1鷲轍を局部領域に関

して与える季殺として璽宝されるようになるで’あろう。

一方，原予位澱に1縄する惰轍も与えるものであり，この

一1一室ではωに対する強カな’支援乎段になりそうである。

　（3〕固体の表磁構造に関するセッションである。触媒

作閑と躁1連して表繭雛造を理解することは実剛1勺に意1殊

がある。蝦近電顕の1萄輿空化が巡み，篭騒輿1杓で満浄表而

を実現し繊嬢することが可能になってきた。

　（4〕生化学への電獺の応用のセッションで’，圭として，

Crew型STEMによる分子生物学自勺研究が総介された。

生体商分予を璽金属イオンを含む溶液内で染包し，璽金

属の位滋＝を求めるというのが圭流である。他に，篭子線

榔蕩の低滅法，酬象処理法についての新しい工．夫も緩1介

された。

　各種材料の物理自勺・化学自勺一性質は酬本内の膜予薗己列あ

るいは絡子欠1陥に倣く依有＝するから，材料特惟の解1現手

段として商分解能斑獺法は命後益々広く用いられるよう

になるで’あろう。

　鍛後に，本シンポジウムヘの参加に1卸緩堰カいただいた

米1…珂化学会およびEyring教授に感謝する。

　　　　　（第4研究グループ　封壬研究官　堀内繁雄）

第5回国際焼結円卓会議
に出席して

　この9」『7日から4iヨ1塞1，ユーゴスラビア共和目；1ポー

トローズ卒書で’行なわれた，固際焼繍円燦会識に参加し、

論文発表の機会を得た。

　1洲擁地は，イタリア帳1境に近く，芙しいアドりア海の

入江にi百iして，近くにはルネッサンス以衆の’産王い■幻1並や

史跡があリ，一方海燦には近代自勺なホテルのなら、三“，■箏1

るく，穏やかなイ茱養地である。

　会蕎義には20ヶ1巽1カ・ら糸勺150名の価汗3モ老’カ｛集まリ，約100

件の諭文が発表された。初1ヨは，ユーゴスラビアのセラ

ミックス学会の楕導約地倣にある，リステイッチ教授の

「燃総の科学の鍛返の進歩」と魎する11薄波があり，焼緒

の理論約研究についての意兇交換から偽まった。焼緒i斐1

係では有劣1なクチンスキー教授はじめ、コーブル，コー

ラ，ブルック，キスり一，レーネルの各教授らを中心に

活発な討論がなされた。多くの興味ある意見，圭張がみられた

カ“，この複雑な闘魑には，さらに淡い洞察と手法の薙新

の1必墓…≡カ㍉婆じられた。

　焼総の実際｛列として，焼総体の微椛遼，焼緒体特性，

～悉カ■］専勿交カ孝艮，　彬｝末読司窒峯，　煽聾者吉乎着皇の石汗3をの各薔1…1｛『4扉，こ多着

表と秀寸諭が行なわれた。刺一象物垂迂は粉末金属に力11えて，

アルミナを・1・心としたセラミックス関係の論文が過半を

越えており，披術1事蟄発，焼綿汗究の重カ向を示していた。

搬近の解析機総の遮歩を反映した微雛造解析，熱閥瀞水

圧焼繍（HIP），急速加熱焼緒の言式みなどに礫1心が集まった。

　この叩担金議は4年妨にユーゴスラビア鰯内で催され，

次第に1筆1際会言義として蕎事伽面を繍めてきた。今1閉は鰯内か

ら50名余，廼1’欽から約50名，東1欧から20余名，その他か

ら20余名が参力11した凸B茶人は7名1舳緒した。l1淋1から

は約30件の発表がなされ、この金議がこの垣…iの1裟］係学金

に大きな刺較となっている様子がうかがわれた。ポーラ

ンドからのl1良し込みのうちm件が当日欠鵬となっていた

のが目についた。策藺欧’■lllの1刺’1・llにあって，東陞葦交流に

好審1三含な一1虹も，この金議が外1韮1から多くの参加脅を迎え，

盛大に統けられてきた理吐1の一つと闘いた。

　　　　　（第3研究グループ　主任研究官　酒井利和）
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　無機材研ニュースは昭和43年7月に第1号（写真有）を

創刊し，本年8月で第7（〕号を干1」行いたしました。これま

でのあしどりを特集し，創干1」の意を継いで立派な広報誌に

成長させたいと念願いたしております。いままで以上の

ご協力，ご支援下さるよう，何卒よろしくお願い申し上

げます。

崇第ユ号昭和43年7月　発干1」するにあたり・研究所の

　　　　（以下年及び月〕設立について・研究所の特色

　　　　　　　　　　　　昭和43年度の業務計画

器第2号第ユ研究グループ（炭化けい素）の研究概要

　43・／O　・庁舎建設計画について

崇第3号酸化ベリー」ウム（第2研究グループ〕の研究

　44・1　概要・「固体の反応性に関する第6回国際シ

　　　　ンポジウム」に参加して

尭第4号　昭和44年度の業務計画・R．ロイ博土の講演

　44・4　について・高圧力特殊実験棟起工式

貼第5号酸化バナジウム（第3研究グループ）の研究

　卑4・7　概要・窒化アルミニウム（第4研究グループ

　　　　）の研究概要

尭第6号硫化鉄（第5研究グループ）の研究概要・プ

　44・10　ロブスカイト型酸化物（第6研究グループ）

　　　　の研究概要・第8回国際結晶学会出席報告

崇臨時号　米国における無機材質研究の現状について

　44・12

拮第7号炭素（第7研究グループ）の研究概要・酸化

　45・1　ジルコニウム（第8研究グルーブ）の研究概

　　　　要
崇第8号　昭和45年度の業務喬十画・高圧力特殊実験棟の

　45・4　完成

荘第9号超高圧力による無機材質の研究

　45・7

瑞第ユO号　酸化ニオブ（第9研究グループ）の研究計画

　45・lO　・カルコゲンガラス（第10研究グループ〕の

　　　　研究計画

珀第ユ1号　単結晶育成の無機材質研究・研究本館建設状

　46・1　況

瑞第12号　昭和46年度の業務計画・結晶の最外表面の物

　46・4　理化学的作用にっいて一最近のHedval1の書

　　　　簡から一

韻第ユ3号　無重力状態での物質合成

　46・7　　’SPace　P「ocessing1

躬第14号　炭化珪素に関する国際シンポジウムに出席し

　46・10　て「第3回結晶成長国際会議」および「第1

○

○

尭第15号

47・1

肚第16号

47・4
罪第17号

47・7

甜第ユ8号

47・ユO

諜第ユ9号

48・1

罪第20号

48・4

・第21号

48・6

珀第22号

48・8

無機材研ニュース

露梱湘隼｝月　籔］碍

総刊するにあたり

辛串’｛；’＝’・i．柑瑚抽　一’．Hモ’．i吊が．｛’司誤㌔㌔辞畦｝’・土

　　　．軸0H岨一．・・〕■工・’’竈一’」」
．・甘…」・lI1一’．■齪」j、、｛輯．」・＃’．’，1一’．！1士．坦・壬；’一一’曲

無機材研ニュース 第1号

回結晶成長国際夏期学校」に出席して

酸化けい素（第11研究グループ）の研究計画

・思い出一PennsylvaniaStateUniversityに

おける生活一一

筑波研究学園都市に移転して・昭和47年度の

業務計画（P9）

酸化マグネシウムの研究（第ユ研究グループ

）・複合バナジウム硫化物の研究（第2研究

グループ）・西ドイツのC／anstha1工科大学こ

留学して

就任のあいさつ・窒化けい素の研究（第3研

究グループ）・日米窯業基礎科学セミナーに

参加して・国際固相反応シンポジウムに出席

して・二酸化ジルコニウム単結晶の新しい作

成方法（P9）

棚化ランタンの研究（第ユ2研究グループ）

真空蒸着一金属硫化物の微・結晶研究への応

用一・ルミネッセンス国際会議に出席して

イットりウムガーネットの研究（第ユ3研究グ

ループ）・窒化アルミニウム単結晶の合成・

昭和48年度研究題目

酸化アルミニウムの研究（第4研究グループ

）・赤外伝送路材料用としてのカルコゲンガ

ラスの研究・欠陥チタン酸鉛の特性・陽電子

消減特殊実験棟完成

ペロブスカイト型化合物の研究（第5研究グ

ループ〕・窒化ほう素の研究（第6研究グル

ープ）・高純度卜一」ジマイト単結晶の育成・

ダイヤモンドの合成について

（8〕



崇第23号

48・1O

瑞第24号

48・12

荘第25号

49・2

瑞第26号

49・4

那第27号

49・6

尭第28号

49・8

尭第29号

49・ユO

詐第30号

49・12

熱水実験と無機合成・フラックスから成長し

たY　A　G単結晶の成長模様・電子線マイクロ

アナライザーの結晶成長への応用・第2回無

機材質研究所研究発表会の開催について

結晶構造解析における電子計算機の役害1」・化

学輸送法による不定比化含物の結晶育成・炭

化けい素国際会議に出席して・第3回国際焼

結円卓会議に出席して

ホウ化ランタンの熱電子放射と表而・真空昇

華法によるピッチ類の分別・丁型五酸化ニオ

ブの結晶構造・高温実験

酸化チタンの研究（第7研究グループ）・含

成水晶の成長模様と不純物の関係・昭和49年

度研究題目・高滑含成特殊実験棟について

酸化レニウムの研究（第14研究グループ）

ダイヤモンドの研究（第8研究グループ）

赤外スペクトルによる無機材質の研究・第4

回結晶成長国際会議（ICCG4）に出席して

立方晶窒化ほう素（BN）の高温高圧含成・

金属六棚化物の光電子分光法による研究・メ

スバウワー効果による格子欠陥の研究

窒化けい素焼結体・構造像（格子像）による

NiAs型Fel－xSの直接観察・ペンシルパニ

アー・ト1立大学に留学して・第3回無機材質研究

所研究発表全の開催について

天皇陛下，皇后陛下御視察・醐化ランタン

（LaB日〕単結晶の合成・メルボルン結晶学国際

集会に出席して・テキサス大学における高圧

合成研究・英国シェフィールド大学に留学して

謀第31号

50・2

詐第32号

50・4

班第33号

50・6

肖第34号

50・8

珀第35号

50・ユO

崇第36号

50・12

瑞第37号

51・2
班第38号

51・4
瑞第39号

51・6

籔演轟寮掌嚢粥翻こ移峯糺て

　　　　窒舷簸；覧
　　　　　冊　珪　竈　曲

崇第40号

5ユ・8

透光性マグネシア（MgO）焼結体・カルコゲン

ガラスの熱的性質について・水晶の相転移に

ついて

アルミノ珪酸塩ガラスの研究（第9研究グル

ープ）窒化物薄膜について・昭和50年研究題

目

中南米諸国における科学技術の現況・硫酸

燐酸カルシウムの研究（第ユ5研究グループ）

　化合物中の陽電子消滅

複合ビ又マ又駿化物の研究（第10研究グルー

プ）・溶1融塩電析について・金属酸化物にお

ける原子価制御機構の問題，点・第4回無機材

質研究所研究発表会の開催について

超高圧発生技術・日豪科学技術交流計画によ

る豪少ト1出張を終えて・第14回国際低温物理学

会議に出席して

無機材研における高圧合成研究・ヨーロッパ

諸国における遷移金属カルコゲン化物等の

研究について・条件制御下の連続X線回折

高圧物1生の一つの問題点・米国ニューヨーク

大学に留学して・無塵特殊実験棟

棚化ランタン（LaB6〕の電子構造・昭和5！年度

研究題目・新しく設置された光電子分光装置

希土類一鉄一酸素3元素の新化合物・窒化け

い素（Si3N’〕の焼結法・超高圧電子顕微鏡につ

いて

赤外線集中加熱炉による単結晶育成一分解溶

融化合物の融液成長一・ニューヨrク州立大

学に学んで・無機材質研究所における7ヶ月

　創立十周年記念行事

鰯鋤研ニユース
第1畠号　　　　　昭稗“年10月・

　　　J　．、
圭蛙窒圭窯…一葦．

無機材研ニュース　第16号 無機材研ニュース　第18号

（9）



◆一○曾貸欝繋等勇脅’’・

ξ幸又．
鑑鑑一、㎞’鑑姑製舜1：　　，囎郷穿鯛．

茨盗幾下，皇廣確ド螂槻礁

無機材研ニュース　第30号

涛○轟驚く…
φo◇oぴ4む○’ぴ葺留月
　　　　　瞬捜雛緩｛＝あたつて

　　　　　　　　　　　　　山　口　　岐　＾

無機材研ニュース　第44号

瑞第4！号

51・1O

器第42号

51・12

班第43号

52・2

・第44号

52・4

朋第45号

52・6
甜第46号

52・8

尭第47号

52・lO

瑞第48号

52・12

チタン酸カリウム繊維の合成・層構造六方晶

BNのマルチバンドルミネッセンス・Bi層状

構造強誘電体のニュータイプ

多色アルミナ皮膜の合成（カラー）・第4回

陽電子消滅国際会議に出席して・一帰国後所

感一マーブルブルク大学での研究経験から・

棚化ランタン（LaB6）単結晶電子銃

赤外線集中法によるX線回折用高温炉一融液

の構造解析一・酸素酸塩の結晶化学・原子吸

光法による微量分析

所長就任にあたって・複合マグネシウム酸化

物の研究・複合チタン硫化物の研究・複合酸

素化けい素の研究・ゲルマン酸塩の研究・昭

和52年度研究題目（写真右上）

アルミナ白金触媒・高圧下の示差熱分析・カ

ナダトロント大学に留学して

超高圧力の研究（趨高圧カステーション）

溶液からの準安定相の結晶化一アナターゼ単

結晶の水熱合成一・酸素欠陥を含むぺロブス

カイト化合物のメスバウワー効果・LaB6表

面の原子構造と電子状態・第5回無機材質研

究所研究発表会の開催について

超高圧電子顕微鏡による結晶構造の解析・第

5回結晶成長国際会議に出席して・米国にお

けるダイヤモンド，BN研究の現状・磁気的ポ

ーラロンについて

衝撃圧力によるダイヤモンド粉末の合成・第

4回国際焼結円卓会議に参加して・第6回国

際高圧会議に出席して・シカゴ大学に出張し

て・Re03中の陽電子消滅

帯第49号　ぺ一ス1一状磁性誘電体の製造法・MgOにお

53・2　ける転位

那第50号昭和53年度研究題目・立方晶窒化ほう素

　53・4　（cBN）の研究（第6研究グループ）・酸化又

　　　　　ズの研究（第4研究グループ）・ニオブタン

　　　　　タル酸カリウムの研究（第5研究グループ）

　　　　　炭化ジルコニウムの研究（第ユ2研究グルー

　　　　プ〕・アルミン酸バリウムの研究（第13研究

　　　　　グループ〕

甜第5ユ号　高輝度電子源の実現・ルチル単結晶の晶相変

53・6　化・Y203含有アルミノ珪酸塩ガラスの物理

　　　　化学的性質

荘第52号　ダイヤモンド結晶の育成・チョクラルスキー

53・8　法による酸化物単結晶の自動育成・サイアロ

　　　　　ンの偽多形

耶第53号　炭素ラマンスペクトルの構造敏感性・べ一タ

53・10　型アルミナの電子線照射による構造変化・ア

　　　　　メり力を訪ねて・国際結晶学会に出席して・

　　　　電子顕微鏡国際学会に出席して・第6回無機

　　　　材質研究所研究発表会の開催

監第54号　高融点物質，ムライト単結晶の育成・水酸ア

53・12　パタイトの合成と性状一リン酸三カルシウム

　　　　の水和反応法一・ペンシルバニア州立大学に

　　　　留学して・西独出張を終えて

詐第55号　多目的小型ダイヤモンドアンビル高圧装置・

54・2　炭化チタン単結晶の育成・1MV電顕による

　　　　Bi2W203の構造解析

串第56号　昭和54年度研究題目・チタン酸アルカー1金属

54・4　の研究（第7研究グループ）・ダイヤモンド

　　　　の研究（第8研究グループ）・水素タングス

（10）



盆機桐研ニュース　第58号

テングロンズの研究（第14研究グループ）

窒化ほう素について・六方晶窒化ほう素単結

晶の作成・立方晶窒化ほう素の合成・六方晶

窒化ほう素薄膜・六方晶窒化ほう素の光物性

オパール状物質の合成（カラー）・硫化チタ

ンの超構造・大型ホットプレス装置と高温曲

げ試験機

所長就任にあたって・β型サイアロンの反応

焼結・レーザーフラッシュ法による熱容量測

定・現代セラミック技術国際会議に出席して

　カナダ出張を終えて（写真上）

代表的電子セラミックス材料の基礎的諸問題

・酸素分圧制御法の改良・ノーベルシンポジ

ウムに出席して・ウイスコンシン大学に滞在

して・第7回無機材質研究所研究発表会の開

催

酸素感応性磁性材料の研究・低速イオン散乱

分光法による固体表面の研究・イギリス出張

思い出すまま

焦電材料を用いた赤外線検出素子一ガラス再

結晶化法によるPGSO厚膜単結晶一・モリデ

ブン酸ビスマスの相転移

尭第62号

55・4

瑞第63号

55・6

荘第64号

55・8
瑞第65号

55・！0

崇第66号

55・ユ2

崇第57号

54・6

芸第58号

54・8

崇第59号

54・1O

崇第60号

54・12

非第61号

55・2

崇第67号

56・2

莇第68号

56・4

甜第69号

56・6
荘第70号

56・8
瑞第71号

56・1O

昭和55年度研究題目・希土類けい酸塩ガラスの

研究（第9研究グループ〕・タンタル酸リチウ

ムの研究（第ユ0研究グループ）・りん酸ジルコ

ニウムの研究（第ユ5研究グループ）・シりカガ

ラスの腐蝕試験

新しい低膨張性ガラスー鍋含有アルミノけい

酸塩ガラスー・ほう化ガドりウムの磁気構造

と結晶変態・ミシガン大学へ出張して

チタン酸ナトリウム系の新物質・Si3N4およ

びSiCの焼結と焼結体の性質一現状と間題点一

熱雑音温度言十（高圧力下での物1生測定の定量

化と熱雑音温度計）・東独で過ごした1週問

・耐熱セラミックス調査行一欧米における

Si昌N4，SiC系セラミックスの研究開発状況一

　第8回無機材質研究所研究発表会

模擬放射性廃棄物処理の研究（結晶質チタン酸

繊維への水溶液中のセシウムイオンの吸着）・

アメリカ電子顕微鏡学会へ出席して・ポーラン

ドで開催された1劃体の反応性に関する国際シン

ポジウム・テキサス大学（オースチン）に滞在

して・第6回結晶成長国際会議に出席して

ZnO透光性焼結体・希土類水素化物の電子構

造と格子振動異常・低融点低膨脹ガラス・ガ

スバーナー用エアーミキサー

昭和56年度研究題目・窒化リチウム（Li3N）

の研究（第6研究グループ）・炭化ジルコニ

ウム単結晶の育成・シンクロトロン放射光セ

ンターに滞在して

硫化チタンの積層不整・中華人民共和国を訪

間して

不整合構造の解析・サブピコ秒パルスレーザー光

・マサチュセッツエ科大学（M－I↑）に滞在して

創立15周年を迎えて・繊維状チタン酸カリウ

ム・ガーネット型単結晶磁気共鳴素子・ほう

化ランタン単結晶熱電子放射陰極・ほう化ラ

ンタン単結晶熱電子放射陰極の工業化・立方

晶系窒化ほう素の合成・立方晶系窒化ほう素

の開発・炭化けい素焼結体研究の経緯・炭化

けい素焼結体のシール材への利用研究・倉■1立

ユ5周年記念講演会　第9回研究発表会

一特　許一

六チタン酸アルカリ金属繊維の製造法

発明者

公　告

登　録

藤木良規，太田進啓

昭和55年第326在7号

第1040843号

　　概　要

　本発明は、断熱11生にすぐれた六チタン酸アルカり金属

繊維の製造法に関するものである。

（1！）



　従来，六チタン鰹アルカリ金腐繊縦の製造淡について

は、　フラックス法，水熱法及ぴ焼成法響が鋤られており，

ユニ薬的にはフラックス法・及び焼成法がすぐれている。し

かしながら，焼成法ではi黄湘反応のため獺微鋭的大きさ

の繊縦しか得ることができず，また，フラックス法にお

いては、六チタン酸アルカり金属繊縦を臓接製造するこ

とは極めて厳しい条件が繋求される。

　本矧帽の製遺淡は，一般式M20・nT102（ただし，M

はNa，K，RbまたはCsを表わし，nは！～5を表わす〕

でホされるチタン酸アルカリ金属またはその製澄瞭料枇

含物と、フラックスとしてモりブデン駿アルカー」金属

M2Mo〇一ヨまたはタングステン酸アルカり金属M2W〇一一と

を，モル’冨分率（膜料は酸化物として換錦＝）で5：95～

50150の祷11含で漉含し，800～至3（〕O℃に棚熱溶融して溶

融体を生成し，該溶徽体を緑妻羅育成法によって蝋糸吉［発1的

繊縦状チタン酸アルカり金属を生成せしめ，次いでこれ

を駿水溶液で’処理して生成物中のM20成分の一・・郁を豹舳

して，少なくともその表繭がME20・6TiOグ邊H1Oの組

成となるようにし，さらに500～90C℃で伽熱処理して少

なくともその葡面iがM20・6Ti02の縦成を符する緒紙

繊維に変挾することを特徴とするものである。

　碓発；埆のツヲ法により得られる繊維は，アルカリ金属成

分孝1書咄触の繊縦：1欠態が六チタン酸アルカり金属に変換さ

れた後で・も保持さ主・’Lる。父，本発1サ…は、鰍熱・鰍熱燃に

すぐれた六チタン酸アルカー」金鰯繊繊を、繊娘な撚作で’

経済的に製j鐘することが可能である。

繊維状チタン酸アルカリ金属の製造法

発；リヨ老’　i藤オ（良一鈍，　災滋＝ヒづミ

公　沓　日研口55年第25玉57一管

蚕菱三釜諜　　舞；103違5！9号

　　概要
　本発；掲は，1輻≡」’熱・1繊熱材＊≡1・として有j羽な繊維秋チタン

酸アルカリ金属の製造法に閥するものである。

　従来，繊縦狐チタン駿アルカ1」金属の作成法には，フ

ラックス法、水熱法及び焼成法等がある。しかし，水熱

主妾は鍵j萱コストカ㍉商く，溜書局曳浸…は短幸籔毒篠しカ土考尋られない

欠一点がある。又，従釆のフラックス淡は，フラックスに

弗化力りウム、塩化力りウムなどのアルカlj金燭のハロ

ゲン化物を佼用するため蒸気圧が＝鞍しく商く撚薬中にフ

ラックス成分である弗繁や塩’繁を含む有害ガスを多鐙に

熊発し公審源となる欠一点を有している。

　堆発明の繊縦状チタン酸アルカり金属の製澄法は，一

般式M2W○戊はM2Mo○．一（Mはアルカり金属をボす）

で表わされるアルカリ金属のタングステン駿塩又は，モ

ー」ブデン駿搬のフラックス畔1で一般式M1O（T1○！）竈（M

はアルカリ金属、nは2，4■叉は6を承す）で表わされ

るチタン酸アルカlj金筏父は，この組成を肝多成する原料、

すなわち，駿化チタンとアルカり金属の炭駿窺又は、水

駿イヒ苧勿を5～50モル％の諸1」倫酉a含し，　700～135ぴCの猟

凌範囲でカl1熱溶1潮1し，糠にフラ・ソクスの溶融～夜刊］で便応

育成することを緒徴とするものである。

　本発1凋の方法は，搬も簡単なフラックス淡で比級的大

聖皇の繊維状チタン酸アルカリ金属を偽ることができ、し

かもフラックスにアルカlj金属のタングステン駿塩又は

モりブデン駿塩を用いるためフラックスの胞収が可能と

1司時に蒸発董、士が傲めて少なく然公審であり取扱いが容易

であるため二I二薬的に装董覧の大烈化が可能である。

イットリウム2鉄4酸素化合物（YFe204）単結晶磁性半導体及びその製造法

多書同月士醤’　　功（ヰ寸｝焚イ予，　逃童亙薬勇姜，　…菖’葛乗葬事・，　木セ　　萄女

公　　沓　　喀召桐1三55羊F婁善24683号

登録剃034542号

　　概　要

　本発［掲は，萩規な物質であるイットりウム2欽4酸素

化含物（YFe20。’）錐緒榔鮒1半導体及びその製遼法に関

するものである。

　本発；凋の製造淡は，駿化イットー」ウム（Y203）と駿化第

2欽（Fe20宮）の粉宋を！対2のモル比に混合し，言亥混含物

を炭酸ガス（C02）と水葉（H1）の2．85対！～O．59対1の容

鐙比の混含ガス雰鰯気中で焼成してイットリウム2金炎4

駿素化含物（YFe20一芒）の’粉末を得，　これを搬・長郁が少な

くとも1珊皿以」．．二となるように加庄成型し、畜亥成三製物を炭

駿ガ又（C02）と水素（H1）の王対！～O．6対1の容二銚ヒの漉

含ガス窒素N2）で3～10倍容鐙に稀駅したものを雰鯛気

として単緒晶化せしめることを特徴とするものである。

　本発明により，従来製遺されたことのないYFe20一の

良質かつ大梁の単結呈看蟄磁牲半縛体を容易に製造しうる。

このようにして得られたYFe20－1化含物錐総［黒］磁一閂．…堆導

体は，黒色の縞晶で’あり，　2個張の欽イオンと3伽の鉄イ

オンとが共存する血このため室概では電気自勺に＊樽性を

符するものであり，磁気鰹移一点における電導度の慈、激な

変化などを牙1」用したスイッチング繁子あるいは蓄己惚葉子

としての僅用が可能である。
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KヨNS－FOX　（4掴1…製．茸i繍■｝茜1や怖箏1回折装誰il） 川1王］　幼・岡村蘇ニヒ夫 姜1本物理学会 王閉4日
磯音11光〕三・新村　イ奮雄
臓胴　仁二『互

淵武によ■〕倫成されたチタン駿鉛非，熱体の締，塞1化・遡稽… 絨爵紘一郷・直1崎｛蓄一 日本機械学会 10月5日
1幻村　　’博・村松　1葦…1孝

掛」ll一療

稀ガス酬本「曽のピ＝1巴燭項三ホール　I 梅臓　雅搬 日本物理学全 旦O月5日

添ガス［麹体1辛の肉凹葡孜ホール　n（Ar） 柳原　雛錐 日本物理学会 lO月5日

Nb105－xにおける．1気欠陥のlMV　i竃分角翠能篭野員観察（I1） 堀内　繁雄 日水物理学会 王蝸5日

HRLEELSによるTiC蝋締一熱荻の徽察 大峯、…、I息平・貝州j斐真印＝1 応用物理1事：金 王閉7日
榮蘭　率男・大谷　淡樹
j1雛f正和1

’三’iC（310）表麺1の一閑1狡 火1謡　一怒平・財満鎖1鍔 応燭物理学1金 lO月7日
紫臼］楽努・大徐　茂樹
祷聖予正和

表麺i電ニチの空！閉分布の徽衝突イオン敵語L分光法による研究 祷要r　j三三肴1］・・大脇　一忠平 応1羽物理学会 ／O月8臼
興オ’満　鎧11唄・大谷　茂樹

棚尺　＝努炎

定圭i麦一SS　＝蒙蔓倣…J禦二p…習雛巨蟻童の湯モ潅 ＝靭｝正和 榊覆物理学1会 1O月9日

L1－lGeOザLi3V04系りチウムイオン導槻体のNMR 内≡1］音茂・小野田義人 馴本イオニクス1討論会 1O月8竃
広薔］和ニヒ

ホーランダイト！製榊継を特つ一次允趨イオン漸電体のNMR 小野菱1］義入・藤木　良槻 中郷化剃裳1係桝務会 10月8日

一次沈趨イオン；募1’置休カ■jウムプリディトのNMR 小野臼］義人・藤木　奥槻 li蔓1体イオニクス詞’ξ鯖会 1O月9日
剖’『逃三・大鉢　　一怒
谷ロ　ー郎

ダイヤモンド焼縞f水のラマンスペクトル｛1） 佐磯洋一郎・旅石　　焚 日本化労金 王O月12冒
焼締条件とスペクトル変化 剤嘔　久坐・加淡1蛙矛1コ

詞1嫡　f誠童・掃帳　　｛1舞

ダ’イヤモンド烙結休のラマンスペクトル（2） 佐燃洋一螂・称石　　焚 臼本化労1金 lO月12日
12C－1ヨC州毘倫系のスペクトル 榔臼ヨ久姥・力1成　睦和

孝占十一シりカ複含体 遼藤　　，忠 豊本化学会 iO月王3ヨ

Tiヨ。。S2の繊推遭 小墾畑みつ二千・f左他　墨1賛1 日本化学会 王O月I蝸

TトS系の禰1螂系 佐伯　艶ま1 日苓化学会 10月14日

1糊壷度鮒熱セラミックスの現状 猪股　談三 燦含材料シンポジウム 王O月27日

ZnO及び不純物添加Zn○徽二rの欠．1陥構遊と拡敬 掛川　一嫁一含1崎信一 粉休に僕1する言寸；諭全 10月28日
小111　；誠・糞鍋　和茨

RO－A茎103－Si02系ガラスの物惚に及ぼす推邑余アルカりゴニ 援谷川　察 窯薬脇金災北一北海遼支 ／三月5日
楽頁鋤罵駿化物の’；杉筆碧 都研究発表金

積ニヒヨ1頁金」鶴酸化物を青むRO－A…203－SiOガラスの物一塞1三 長斜11漿 窯薬脇会東北・北海遺支 u月5憂
菩1鮒究発表金

ユ迂空処理によって倣化したA1合金表蘭の微綱嚇造 和1ヨヨ鰹二 爽空に1菊する連含繊寅金 ユ閉5日

蕃婁含レジン系修復材料1淵発のためのリ、隻礎自勺砺脇 下平商次劇1・疋鵬　弓！、巴 臼本1■録香斗｛裂彬学金 1且月7日
土魔　郷彦・層券1，1．」　茂

リン駿カルシウム徽によるカドミウムおよぴ鋪司 1虹燗　災毅・」二翌乎辛iト 無機リン化学養寸論会 l1削O嚢
（II〕イオンの1吸級

■〕ん駿ジル＝］ニウムによるアミノ酸の1吸蒲 木霊釜　鱒1・上鰍　華I，卜 無機りん化学喬寸論念 ユ1月10日

ニューセラ三ツクス1；同発の簡魑．叙 白劃奇　イ葦葦一 ．コニ薬綴済研究所緒男1」喬棚蚕 11月10日

レーザーフラッシュ淺熱定数摂1」定装概の改慶 三僑　武文・称羽　i蟻夫 鮒則定喬寸論会 1王月u日
一エネルギーモニターとデータ処理一 媛1謡　縢・〕旗木　虞燃

焼織剛分休の特搬 松1劉　イ寧一 セラミック粉体の鰺同発と 11月王2日
製遭技術の実際

delafossite烈化含物CuY02の干責層欠1陥 小野1田みつ子・石黒　　駿 日堆結1豊1学会 l1月ユ3日
1岡　　均・水谷　個嫌
力n淡　誠槻

SiCの新しい多形84Rについて 琳上藩三郎・1．1．．1本　1昭二 臼’准総‘霊i学会 u月工3臼

KENSに殺緩した4申1韮誓皇昨惚千1眞1折墾1綴 jll…遣　功・1渕村篇吐茨 日棉繍i学金 王／月王3竃

磯郁光正・新村僧雄
原蘭　仁平

電ニア・井オ機としてのセラミックス粉体の1；同発と閥魑．煮 1自1■碕繕一 セラミック粉休の［欝溌と 王ユ声113ヨ

婁雌技術の実1祭

（玉5〕



題　　　　　　　　　目 発　　表　　者 学一協会等 発表日

W02．畠針状結晶の電顕内成長 堀内　’繁雄・」l1田　　功 日本結晶学会 11月14日
J．P．Bonnet

X線ガィドチューブとしてのシ1」力管 中沢　弓！，基 日本結晶学会 11月14日

グランダイトガーネットにおける離溶組織 中沢　弘基 日本結晶学会 ユ1月14日

超硬質材料一ダイヤモンド及ぴcBNの合成研究 福長　　脩 粉体粉末冶金 I1月16日

ガラス合成におけるゾル・ゲル法の利用 牧島　亮男・永田　達也 ガラス討諭会 11月16日
下平高次郎

高圧相転移における結晶方位関係（m） 岡井　　敏・藤囲　武敏 高圧討論会 11月17日

有1眼要素法によるペルト型高圧装置の応力解析 山岡　信夫・福長　　イ1斉 高圧討論会
吉」l1昌範

Iユ月17日

cBN結晶育成の聞題点 遠藤　　忠・福長　　脩 高圧討論会 n月17日

★M　E　M　O★

運　営　会　議

　9月28日　第88回運営会議が「昭和57年度予算概算要

求」及び「研究の進捗j1犬況」　（チタン酸アルカり金属）

（’高圧型、帯域溶融炉）の議題で開催された。

　11月9日　第89回運営会議が「研究の進捗状況」　（水素タ

ングステンブロンズ）　（陽電子消滅法）の議題で開催された。

　また運営会議委貝は，高圧型帯域溶融炉及び双楕円型

単結晶育成装置，ピコ秒11寺間分解分光装置及びガス圧焼

結炉を視察された。

研　　究　　会

　結含状態研究会（第22回）　9月25日「YFe204系の

物性」の議題で開催された。

　高圧相転移研究会（第4回）　1O月21日「固相転移の

形態における対称性」の議題で開催された。

　焼結研究会（第27回）　10月26・27日「酸化亜鉛及び

ペロブ又カイトの構造と物性」の議題で開催された。

　ガラス状態研究全（第24回）　ユO月27日「無機アモル

7アス物質の構造解析」の議題で開催された。

　焼結研究会（第28回）　11月4日「セラミックス微粉

末の合成及び粉末調整と焼結」の議題で開催された。

来　　　　　訪

　1O月2日　ステファンコセフ　ブルガりア国国際協力諜

長の訪問があった。

　10月28日　O．Dimitrovフランス国立科学技術センタ

ー化学冶金研究センター研究部長の訪問があった。

　11月6日　W1adimir　Mercouroffフランス国立科学技

術センター国際交流局長の訪問があった。

海外　出　張

　第12研究グループ主任研究官　大島忠平は「電子エネ

ルギー損失分光法に関する研究」を行うため西独表面科

学真空物理研究所へ昭和56年10月6日から昭和57年10月

5日まで’の予定出張した。

　第11研究グループ主任研究官　南不二雄は「超イオン

伝導体Ag2山呂W401日（沃化銀タングステート）の超高速

スイッチング効果についての研究」を行うため米国コロ

ラド大学へ昭和56年ユO月31日から57年ユO月30日までの予

定で出張した。

外国人研究考

　ノー又キャロライナ大学（米国〕材料工学部門教授

Robert　F．Davisをr日本の材料研究の状況調査」の

ため，昭和56年9月14日から1O月4日まで受入れた。

　中国科学院（中国）地球化学研究所付教授　研究室主

任　王　之榑を「ダイヤモンドに関する研究」のため，

昭和56年9月16日から9月26日まで受入れた。

研究論文別刷

　研究論文別刷の登録分が本号で第1000号を超えた。こ

れは昭和43年に第ユ号を登録して以来13年目のことで

ある。ちなみに，第1号登録分は「昇華法によるSiC単

緒晶育成時の隔壁の作用」　（窯業協会誌76［5］／968137）

であり，第1000号は13ぺ一ジ（投稿欄）のとおつである。
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